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彙

報

A
’
二
〇
1
I
O
年
度
キ
リ
ス
ト
教
学
専
修
講
義
題
目

芦
名
定
道
　
教
授

系
共
通
講
義
‥

特
殊
講
義
”

演
習
　

演
習
（
前
期
）

講
読
　

rキ
リ
ス
ト
教
学
講
義
A
・
B
」

r
キ
リ
ス
ト
教
思
想
と
宗
教
哲
学
㈲
ー
キ

リ
ス
ト
教
思
想
と
自
然
の
問
題
、
キ
リ
ス
ト

教
思
想

と
宗
教
哲
学
⑨
1
生
命
・
科
学
・

倫
理
」

r日
本
・
ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
　
賀
川
豊
彦

④
、
北
森
嘉
蔵
」

rキ
リ
ス
ト
教
思
想
の
基
礎
文
献
を
読
む
」

P
a
u
l
　
T
i
M
c
h
，
　
B
e
r
l
i
n
e
r
　
V
o
r
l
e
s
u
n
g
e
n
　
I
I
I

（1

9
5
1
－
1
9
5
8
）

rキ
リ
ス
ト
教
思
想
基
礎
文
献
を
読
む
‥
テ
ィ

リ
ッ
ヒ
『
愛
、
力
、
正
義
』
（
前
期
）
、
P
a
u
l

B
a
d
h
a
m
　
（
e
d
．
）
，
　
A
　
J
o
h
n
　
H
i
c
k
　
R
e
a
d
e
r
．

（後
期
）
」

津

田
謙
治
　
准
教
授

　
　
特
殊
講
義
‥
　
　
　
「
初
期
キ
リ
ス
ト
教
教
理
史
工
／
A
、
H
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
」

　
　
演
習
‥
　
　
　
　
　
「
教
父
学
の
古
典
的
研
究
を
読
む
ー
／
A
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
H
／
B
」

芦
名
教
授
・
津
田
准
教
授

　
　
演
習
‥
　
　
　
　
　
「
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
諸
問
題
」
（
大
学
院
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
研
究
発
表
）

岩
野
祐
介

　
　
特
殊
講
義

（後
期
二
「
明
治
期
日
本
キ
リ
ス
ト
者
の
キ
リ
ス
ト
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
解
」

加
藤
喜
之
　
講
師

　
　
特
殊
講
義
（
集
中
）
‥
「
初
期
近
代
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
意
志
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
題
」

浅
野
淳
博
講
師

　
　
演
習
（
前
期
二
　
　
「
新
約
聖
書
原
典
研
究
‥
ロ
ー
マ
書
簡
（
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
）
」

河

崎
　

靖
　
講
師
（
後
期
）

　
　
演
習
“
　
　
　
　
　
「
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
イ
ツ
語
で
読
む
」

手

島
勲
矢
　
講
師

　
　
語
学
‥
　
　
　
　
　
「
古
典
ヘ
ブ
ラ
イ
語
初
級
・
中
級
文
法
」

10
七



10
八

B
．
二
〇
二
〇
年
度
論
文
題
目

卒
業
論
文

東

　
直
輝

高
木
和
音

藤

守
　
麗

益

子

愛

莉

吉

澤
夏
生

瞳
解
輔

澁
谷
遊
歩

西

村
一
輝

（I10
1
I
O
年
三
月
）

「
A
・
H
・
マ
ズ
ロ
ー
の
宗
教
観
」

「
ス

コ

セ

ッ
シ
作
品
に
お
け
る
ユ
ダ
と
キ
リ
ス
ト
」

r
ヨ
セ
フ
ス
に
お
け
る
〈
預
言
者
〉
の
問
題
」

r母
性
と
聖
性
1
〈
母
の
宗
教
〉
を
め
ぐ
る
問
題
に

つ
い
て
」

r人
間
の
倫
理
的
問
題
と
、
そ
れ
を
補
填
す
る
も
の

と
し
て
の
宗
教
」

「
H
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・
二
ー
バ
ー
『
啓
示
の
意
味
』
に

お
け
る
啓
示
・
歴
史
概
念
」

「
サ

リ
ー
・
マ
ク
フ
ェ
イ
グ
の
隠
喩
神
学
」

「
W
・
バ
ネ
ン
バ
ル
ク
『
ド
ゥ
ン
ス
・
ス
コ
ト
ゥ
ス
の

予
定
説
』
に
お
け
る
〈
神
の
自
由
〉
の
問
題
」

課
程
博
士
論
文

　
谷

塚

巌

「
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
レ
ト
リ
ッ
ク
ー
キ
リ
ス
ト
教

　
　
　
　
　
　
　
批
判
の
実
験
的
試
み
」

C
．
二
〇
1
1
0
年
度
学
術
大
会

　
第
二
四
回
学
術
大
会
　
武
藤
一
雄
没
後
二
五
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
ニ
〇
二
〇
年
十
一
m
：
1
　
I
K
日
　
（
土
）
、
＝
二
時
三
〇
分
～
一
六
時

　
日
本
聖
公
会
京
都
教
区
　
教
区
セ
ン
タ
ー
一
階
会
議
室
、
＋
オ
ン
ラ
イ

　
ン
参
加

　
　
パ
ネ
リ
ス
ト

　
　
片
柳
榮
一
　
「
武
藤
宗
教
哲
学
と
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
位
置
づ
け
」

　
　
森

　

哲
郎
「
武
藤
先
生
の
〈
新
し
い
宗
教
哲
学
〉
に
つ
い
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
上
昇
〉
の
探
究
性
と
〈
下
降
〉
の
表
現
性
1
」

　
　
谷

塚

巌

「武
藤
宗
教
哲
学
に
お
け
る
〈
内
在
的
超
越
〉
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
て
」

　
　
編

集

後

記

　
本
号

は
、
武
藤
1
雄
先
生
の
没
後
二
十
五
年
を
記
念
し
て
の
特
別
号
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
研
究
ノ
ー
ト
は
掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
現

在
ド
イ
ツ
在
住
の
マ
ル
テ
ィ
ン
・
レ
ッ
プ
さ
ん
に
は
、
特
別
寄
稿
を
お
願

い

し
ま
し
た
。
レ
ッ
プ
さ
ん
は
、
十
年
以
上
に
及
ぶ
京
都
在
住
の
間
に
、

N
o
o
宗
教
研
究
所
副
所
長
、
龍
谷
大
学
教
授
な
ど
を
務
め
ら
れ
な
が
ら
、

武
藤
先
生
の
論
文
の
ド
イ
ツ
語
訳
な
ど
を
通
し
て
、
欧
米
の
研
究
者
に
武

藤
先
生
の
思
想
を
紹
介
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。



　
　
　
第
一
号
目
次

終
末
論
の
二
類
型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
藤
一
雄

キ

リ
ス
ト
論
の
視
点
　
　
　
　
　
　
森
田
雄
三
郎

初
期
ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
人
間
学
　
　
金
子
晴
勇

L
u
m
e
n
　
C
h
r
i
s
t
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
吉
昭

ル
タ
ー
の
b
O
ユ
ぬ
W
o
津
．
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
乙
女
禮
子

ル
タ
ー
に
お
け
る
信
仰
と
礼
典
　
　
　
　
竹
原
創
一

バ
ル
ト
『
ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
』
に
お
け
る
神
認
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
山
周
治

　
　
　
第
二
号
目
次

オ
リ
ゲ
ネ
ス
の
「
キ
リ
ス
ト
教
理
解
」

ゲ
ッ

セ

マ
ネ

神
学
に
お
け
る
言
葉
の
問
題

ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
お
け
る

　
　
キ

リ
ス
ト
の
人
性
に
つ
い
て

ギ
リ
シ
ャ
語
旧
約
聖
書
に
お
け
る

　
　
z
a
t
6
e
t
a
に
つ
い
て

エ
ル
ン

ス
ト
・
ト
レ
ル
チ
に
お
け
る

　
　
．
K
o
m
p
r
o
m
i
B
“
　
g
概
念

水
垣

渉

大
島
征
二

竹
原
創
一

小
池
三
郎

伊
藤
利
行

安
酸
敏
眞

シ

ェ

リ
ン
グ
に
於
け
る

　
　
r
世
界
経
験
」
に
つ
い
て

ル
タ
ー
に
お
け
る
「
外
」
と

　
　
r
内
」
に
つ
い
て
の
1
考
察

　
　
　
第
三
号
目
次

キ

ル
ケ
ゴ
ー
ル
研
究
の
方
法
に
つ
い
て

エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
と
聖
書

テ

ィ
リ
ッ
ヒ
の
芸
術
神
学
に
つ
い
て

絶
対
の
相
の
下
に

ル
タ
ー
の
律
法
理
解

聖
書
ヘ
ブ
ル
語
統
辞
論
の

　
　
テ
キ
ス
ト
言
語
学
的
考
察

　
　

第
四
号
目
次

ル
タ
ー
の
解
釈
学
は

　
　
「
実
存
論
的
解
釈
」
と
い
え
る
か

キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
の
教
会
理
解

ノ
ビ
リ
の
印
度
伝
道

テ
ン

ブ
ル
ッ

ク
の
ヴ
ェ
ー
バ
ー
解
釈
を

　
　
め
ぐ
る
論
争

森

哲
郎

片
柳
俊
子

小
川

圭
治

菊
地
栄
三

田

辺
明
子

片
柳
榮
一

宮
庄
哲
夫

勝
村
弘
也

今
井

晋

佐
藤
吉
昭

塩
谷

悟

高
野
晃
兆

フ

ィ
ロ
ン
と
キ
リ
ス
ト
教
　
　
　
　
　
平
石
善
司

ル
タ
ー
の
抵
抗
権
思
想
に
お
け
る
服
従
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
乙
女
禮
子

創
世
記
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
語
り
の
技
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
村
弘
也

シ

ェ

リ
ン
グ
に
於
け
る
神
話
と
世
界
　
　
森
　
哲
郎

ヘ
ク
サ
プ
ラ
断
片
の
残
存
率
に
つ
い
て
　
伊
藤
利
行

　
　
　
第
五
号
目
次

解
釈
学
的
教
義
学
の
構
成
に
つ
い
て
　
森
田
雄
三
郎

内
村
鑑
三
と
「
身
体
の
救
い
」
　
　
　
　
原
島
　
正

言
語
芸
術
作
品
と
し
て
の
旧
約
聖
書
物
語
テ
キ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
村
弘
也

エ
ル
ン

ス
ト
・
ト
レ
ル
チ
に
お
け
る

　
　
「
歴
史
の
神
学
」
の
構
想
　
　
　
　
安
酸
敏
眞

教
義
学
的
思
考
に
お
け
る

解
釈
学
的
循
環
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

掛
川
富
康

　
　
　
第
六
号
（
武
藤
I
雄
名
誉
教
授
古
稀
記
念

　
　

特
別
号
）
目
次

神
学
的
宗
教
哲
学
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
武
藤
一
雄

　
　
　
　
　
　
　

　
1
0
九



ア
レ

ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
フ
ィ
ロ
ン
に
お
け
る

　
　
能
動
と
受
動
の
問
題
　
　
　
　
　
　
水
垣
　
渉

奇
跡
物
語
へ
の
マ
ー
ジ
ナ
リ
ア
　
　
　
大
島
征
ニ

ア
ル
バ
ー
ト
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
聖
餐
論
へ

　
　
の
新
約
聖
書
学
的
批
判

ヨ

セ
フ

ス
の
モ
ー
セ
物
語
に
つ
い
て

エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
の
人
間
理
解

キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
の
『
棄
教
者
論
』
考
察

ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
時
間
論

ル
タ
ー
に
お
け
る
「
ア
フ
ェ
ク
ト
ゥ
ス
」

ル
タ
ー
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス

神
学
的
構
造
主
義
の
問
題

M
’
ヴ
ェ
ー
’
〈
　
e
－

　
　
パ
ー
リ
ア
民
族
の
概
念

　
　
一
異
に
関
す
る
考
察

　
　
と
の
関
連
に
つ
い
て

田

辺
明
子

秦

剛
平

菊
地
栄
三

佐
藤
吉
昭

片
柳
榮
一

　
の
問
題

今
井

晋

金
子
晴
勇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
雄
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
r
古
代
ユ
ダ
ヤ
教
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
野
晃
兆

浄
土
系
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
救
済
論
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
田

博
充

日
本
の
伝
統
的
宗
教
的
心
情
と
キ
リ
ス
ト
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
木
田
薫

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ケ
ア
リ
の
伝
道
に
対
す
る
貢
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
谷

悟

神
概
念
の
転
換
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
圭
治

　
　
　
第
七
号
目
次

k
l
t
’
と
神
学
的
決
定
論
　
　
　
　
　
　
金
子
晴
勇

Im
a
g
o
　
D
e
i
と
し
て
の
精
神
の
自
覚
の

　
　
三
一
的
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
片
柳
榮
一

脚
下
照
顧

　

　

　

　

　

　

　

　
武
藤
一
雄

M
’
ヴ
ェ
ー
バ
ー
「
古
代
ユ
ダ
ヤ
教
」
と

　
　
カ
ス
パ
リ
の
a
s
判
　
（
1
九
二
二
）
　
高
野
晃
兆

パ
ウ
ル
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
と
象
徴
の
問
題
　
芦
名
定
道

　
　
　
第
八
号
目
次

キ

リ
ス
ト
教
概
念
の
成
立
（
そ
の
1
）
　
水
垣
　
渉

ア
ル
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の

　
　
「
イ
エ
ス
神
秘
主
義
」
　
　
　
　
　
笠
井
恵
ニ

シ

ェ

リ
ン
グ
『
自
由
論
』
再
考
（
一
）
　
森
　
哲
郎

ル
タ
ー
に
お
け
る
職
業
観
の
問
題
　
　
早
乙
女
禮
子

　
　
　
第
九
号
目
次

西
田

幾
多
郎
と
キ
リ
ス
ト
教
　
　
　
　
　
小
川
圭
治

R
’
ブ
ル
ト
マ
ン
に
と
っ
て
の

　
　
イ
エ
ス
の
意
義
に
関
し
て
　
　
　
名
木
田
蒸

　
　
　
　
　
　
　

　
1
1
0

旧
約
物
語
テ
キ

ス
ト
に
お
け
る

　
　
ヒ
ン
ネ
ー
（
見
よ
）
の
機
能

シ

ェ
リ
ン
グ
『
自
由
論
』
再
考
（
1
1
）

P
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
時
間
論

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
け
る

　
　
「
自
己
の
定
義
」
に
つ
い
て

　
　

第
十
号
目
次

ル
タ
ー
に
お
け
る
「
体
験
」
の
問
題

　
　
ー
一
つ
の
覚
書
1

勝
村
弘
也

森

哲
郎

芦
名
定
道

山
本
忠
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
井

晋

シ

ュ
タ
ウ
ピ
ッ
ツ
と
ル
タ
ー
の
神
秘
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
子
晴
勇

ル
タ
ー
と
カ
ー
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
（
一
）
　
宮
庄
哲
夫

ル

タ
ー
に
お
け
る
試
練
に
つ
い
て
　
　
竹
原
創
一

神
学
主
義
と
宗
教
主
義
　
　
　
　
　
　
　
武
藤
一
雄

オ

リ
ゲ
ネ
ス
『
原
理
論
』
に
於
け
る

　
　
悪
の
問
題
序
論
　
　
　
　
　
　
　
久
山
道
彦

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
『
死
に
至
る
病
』
の

　
　
r
キ
リ
ス
ト
教
的
理
解
」
　
　
　
　
信
岡
茂
浩



　
　
　
第
十
一
号
目
次

創
造
と
進
化
－
創
造
に
お
け
る
無
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田
雄
三
郎

ル
タ
ー
と
カ
ー
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
（
二
）
　
宮
庄
哲
夫

神
言
表
の
可
能
性
と
そ
の
〈
言
述
的
＞

　
　
r
合
理
化
」
の
問
題
　
　
　
　
　
　
掛
川
富
康

ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
と
ギ
リ
シ
ャ
語
聖
書
　
　
伊
藤
利
行

エ
ラ
ス
ム
ス
の
「
敬
慶
」
概
念
の
倫
理
的
基
礎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畑

宏
枝

　
　
　
第
十
二
号
目
次

神
探
求
の
場
の
開
示
　
　
　
　
　
　
　
片
柳
榮
一

二
つ
の
歴
史
的
社
会
的
イ
エ
ス
研
究
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
島
征
二

「思
い
煩
う
」
（
ル
カ
一
二
・
二
二
～
三
二
）

　
　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
辺
明
子

レ

ッ

シ
ン

グ
の
神
学
思
想
ー
序
説
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
酸
敏
眞

自
由
意
志
論
争
に
お
け
る
エ
ラ
ス
ム
ス
と
ル
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畑

宏
枝

ア
ン

ト
ニ
オ
ス
の
修
道
　
　
　
　
　
　
　
竹
田
文
彦

　
　
　
第
十
三
号
目
次

内
村
鑑
三
に
お
け
る
「
内
と
外
」
の
論
理

キ

リ
ス
ト
教
倫
理
の
源
泉

七
十
人
訳
翻
訳
史
序
説

（
二

隠
喩
と
神
学
的
実
在
論

ニ
ユ
ッ

サ
の
グ
レ

ゴ
リ
オ
ス
の

　
　
「
鏡
に
お
け
る
神
認
識
」
の
存
否

オ
リ
ゲ
ネ
ス
に
お
け
る
神
の
エ
ネ
ル
ゲ
イ
ア 原

島
　
正

名
木
田
薫

秦

剛
平

芦
名
定
道

土
井
健
司

松
丸

太

　
　
　
第
十
四
号
目
次

キ

ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
け
る
〈
論
理
的
問
題
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林

忠
良

罪
の
自
覚
1
そ
の
人
間
学
的
考
察
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
村
公
義

モ
ル

ト
マ
ン
の
歴
史
理
解
－
希
望
の
神
学
と

　
　
現
代
世
界
の
問
題
　
　
　
　
　
　
笠
井
恵
二

探
求
す
る
聖
霊
－
初
期
オ
リ
ゲ
ネ
ス
に
お
け
る

　
　
解
釈
的
原
理
　
　
　
　
　
　
　
　
久
山
道
彦

ニ
ユ
ッ

サ
の
グ
レ

ゴ
リ
オ
ス
に
お
け
る
「
鏡
」

　
　
の
概
念
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
土
井
健
司

ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
解
釈
学
－
神
理
解
の

　
　
可
能
性
と
不
可
能
性
の
問
題
を
巡
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
藤
慎
一

伊
藤
邦
幸
氏
の
逝
去
を
悼
む
　
　
　
　
高
野
晃
兆

　
　
　
第
十
五
号
目
次

罪
を
お
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
罪
か
ら
救
腰
で
き
る
？

　
　
ー
ユ
ダ
ヤ
教
神
秘
主
義
の
失
敗
か
ら
の

　
　
警
告
－
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
雄
三
郎

ブ
ル
ト
マ
ン
と
聖
書
　
　
　
　
　
　
　
笠
井
恵
ニ

ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
恩
寵
論
　
　
　
　
伊
藤
邦
幸

ニ
シ
ビ

ス
の

エ
フ

ラ
イ
ム
の
解
釈
学
　
　
武
藤
慎
一

P
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
け
る
「
カ
イ
ロ
ス
」
と

　
　
認
識
の
形
而
上
学
－
歴
史
的
相
対
主
義

　
　
の
克
服
を
巡
っ
て
1
　
　
　
　
　
今
井
尚
生

『コ
ヘ
レ

ト
の
言
葉
』
の
構
造
と
思
想

　
　
－
1
人
称
表
現
の
用
法
を
め
ぐ
っ
て
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
井
由
嗣

一
二



　
　
　
第
十
六
号
（
故
武
藤
一
雄
名
誉
教
授
追
悼
号
）

　
　
　
目
次

神
・
愛
・
場
所
ー
ブ
ー
バ
ー
か
ら
武
藤
へ
の

　
　
接
近

の
一
つ
の
試
み
1
　
　
　
　
水
垣
　
渉

ア

ル
バ
ー
ト
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
聖
餐
論
に

　
　
お
け
る
問
題
設
定
　
　
　
　
　
　
田
辺
明
子

殉
教
者
カ
ル
タ
ゴ
司
教
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
の

　
　
古
代
殉
教
観
の
軌
跡
　
　
　
　
　
佐
藤
吉
昭

古
代
教
会
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
経
済
思
想
の
形
成

　
　ー
ト
レ
ル
チ
「
社
会
学
説
」
研
究
ノ
ー
ト
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
野
晃
兆

二
つ
の
恩
恵
ー
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
「
謎
責
と

　
　
恩
恵
」
十
－
十
二
章
　
　
　
　
　
片
柳
榮
一

ル
タ
ー
の
キ
リ
ス
ト
神
秘
主
義
　
　
　
　
金
子
晴
勇

言
葉
と
経
験
ー
ル
タ
ー
と
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
の

　
　
か
か
わ
り
＿
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
原
創
一

若
き
レ
ッ
シ
ン
グ
の
宗
教
思
想
　
　
　
　
安
酸
敏
眞

キ

リ
ス
ト
教
の
自
然
理
解
に
つ
い
て
－
序
章
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
井

晋

神
の
愚
か
さ
と
人
間
の
賢
さ
　
　
　
森
田
雄
三
郎

キ

リ
ス
ト
教
の
終
末
論
に
お
け
る
将
来
的
な

　
　
も
の
と
現
在
的
な
も
の
　
　
　
　
原
田
博
充

rキ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
」
に
関
す
る
若
干
の
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
木
田
薫

モ
ル
ト
マ
ン
の
聖
書
理
解
　
　
　
　
　
笠
井
恵
二

M
・
ブ
ー
バ
ー
と
ハ
シ
デ
イ
ズ
ム
　
　
早
乙
女
頑
子

W
i
e
　
w
i
r
d
　
m
a
n
　
s
e
i
n
e
r
　
H
i
n
g
e
b
u
r
t
　
g
e
w
i
B
？

　
　
－
E
i
n
e
　
U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
　
z
u
m
　
R
e
i
n
e
n

　
　
L
a
n
d
　
B
u
d
d
h
i
s
m
u
s
　
d
e
r
　
H
e
i
a
n
　
u
n
d

　
　
K
a
m
a
k
u
r
a
Z
e
i
t
　
　
マ
ル
テ
イ
ン
・
レ
ッ
プ

　
　

第
十
七
号
目
次

ル
タ
ー
の
神
観
に
お
け
る
神
秘
的
な
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
子
晴
勇

ル
タ
ー
の
詩
篇
解
釈
に
お
け
る
語
り
手
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
原
創
一

エ
ラ

ス
ム

ス
に

お
け
る
『
反
野
蛮
人
論
』
と

　
　
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
　
　
　
　
・
　
畑
宏
枝

『ペ
ル
シ
ャ

の
賢
者
』
ア
フ
ラ
ハ
ト
の
解
釈
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
藤
慎
l

テ

ィ
リ
ッ
ヒ
『
教
義
学
』
に
お
け
る
歴
史
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
井
尚
生

H
二

　
　
　
第
十
八
号
（
水
垣
渉
名
誉
教
授
退
官
記
念
号
）

　
　
　
目
次

応
報
か
、
行
為
・
帰
趨
連
関
か
？
　
　
　
勝
村
弘
也

聖
書
に
お
け
る
沈
黙
に
つ
い
て
　
　
　
伊
藤
利
行

生
成
の
論
理
と
存
在
の
論
理

　
　
ー
古
代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
解
釈
へ
の

　
　
一
試
論
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
井
健
司

ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
に
お
け
る
神
の
下
降
と

　
　
人
間

の
上
昇
－
解
釈
学
的
観
点
か
ら
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
藤
慎
一

こ
の
世
界
へ
の
、
こ
の
世
界
か
ら
の
脱
出

　
　ー
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
の
ア
ウ
グ
ス

　
　
テ

ィ
ヌ
ス
解
釈
　
　
　
　
　
　
　
　
片
柳
榮
一

エ
ラ
ス
ム
ス
『
現
世
の
軽
蔑
ヒ
に
関
す
る
一
考
察

　
　ー
そ
の
執
筆
動
機
と
思
想
ー
　
畑
宏
枝

ル
タ
ー
の
詩
篇
解
釈
に
お
け
る
悔
い
改
め
と
沈
黙

　
　－
第
四
編
五
節
の
「
悔
い
改
め
な
さ
い
」

　
　
（
P
s
G
）
と
「
沈
黙
し
な
さ
い
」
（
㊥
ω
出
）
の

　
　
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
1
　
　
　
　
　
竹
原
創
1

レ

ッ

シ
ン

グ
に

お
け
る
真
理
探
求
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
酸
敏
眞



キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
「
罪
」
理
解
ー
『
死
に
至
る
病
』

　
　
を
手
掛
か
り
に
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
忠
義

価
値
お
よ
び
意
味
と
宗
教
の
問
題
ー
ト
レ
ル
チ

　
　
お

よ
び
テ
イ
リ
ッ
ヒ
の
思
想
を
手
掛
か
り
と

　
　
し
て
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
井
尚
生

現
代
キ

リ
ス
ト
教
思
想
に
お
け
る

　
　
終
末
論
の
可
能
性
　
　
　
　
　
　
　
芦
名
定
道

明
治
キ

リ
ス
ト
教
と
朝
鮮
人
李
樹
廷
　
　
金
　
文
吉

“

H
a
j
a
t
h
o
l
o
g
i
a
”
　
a
l
s
　
d
i
e
　
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
e

　
　
K
o
n
z
e
p
t
i
o
n
　
T
e
t
s
u
t
a
r
o
　
A
r
i
g
a
s
　
－
　
Z
u
m

　
　
P
r
o
b
l
e
m
　
d
e
r
　
I
n
t
e
r
p
r
e
t
a
t
i
o
n
　
v
o
n
　
E
x
．
　
3
，

　
　
1
4
f
f
　
a
l
s
　
t
h
e
o
l
o
g
i
s
c
h
－
h
e
r
m
e
n
e
u
t
i
s
c
h
e
r

　
　
M
e
t
h
o
d
e
　
f
U
r
　
d
i
e
　
T
h
e
o
l
o
g
i
e
g
e
s
c
h
i
c
h
t
e

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

掛
川
富
康

オ

リ
ゲ
ネ
ス
『
原
理
論
』
に
お
け
る
本
性
と
被
造
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
山
道
彦

　
　
　
第
十
九
号
目
次

キ

リ
ス
ト
教
古
代
の
女
性
殉
教
者
再
考
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
吉
昭

第
一
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
に
見
る
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル

　
　
た
ち
と
そ
の
系
譜
　
　
　
　
　
　
秦
　
剛
平

ア
フ

ラ
ハ
ト
に
お
け
る
神
の
下
降
と
人
間
の
上
昇

　
　－
解
釈
学
的
観
点
か
ら
－
　
　
　
武
藤
慎
一

サ
サ
ン

朝
ペ
ル
シ
ア
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
徒

　
　
迫
害
と
『
エ
デ
ッ
サ
殉
教
者
伝
集
』
竹
田
文
彦

『
エ
レ

ミ
ヤ
の
告
白
』
に
お
け
る

　
　
呪
い
の
言
葉
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
大
石
祐
一

知
恵
の
人
格
性
と
一
人
称
表
現
－
箴
言
八
章

　
　
一
二
節
「
私
は
知
恵
」
の
理
解
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
井
由
嗣

ヒ

ッ

ク
宗
教
的
多
元
論
の
科
学
論
的
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
倉
和
l

　
　

第
二
十
号
目
次

ト
レ
ル
チ
と
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
社
会
哲
学

　
　
ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
の
関
連
に

　
　
注
目
し
て
1
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
晃
兆

ト
レ
ル
チ
と
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
フ
ラ
ン
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
酸
敏
眞

テ

ィ
リ
ッ
ヒ
の
生
の
次
元
論
に
お
け
る
一
問
題

　
　
－
統
一
概
念
の
周
辺
－
　
　
　
今
井
尚
生

シ

ュ

ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
の
『
信
仰
論
』
に
お
け
る

　
　
罪
理
解
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帆
苅
猛

ひ
と
り
立
つ
人
格
と
真
の
交
わ
り

　
　ー
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
「
単
独
者
」
の
思
想
を

　
　
媒
介
と
し
て
－
　
　
　
　
　
　
　
原
田
博
充

真
理
の
多
形
性
ー
ド
イ
ツ
文
化
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

　
　
テ

ィ
ズ
ム
の
今
日
的
意
義
に
つ
い
て
ー

　
　
フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
ラ
ー
フ

表
現
主
義
と
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
視
覚
芸
術
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
桐
信
彦

伝
記
的
記
述
の
客
観
性
に

つ
い
て

　
　l
E
’
ブ
ッ
シ
ュ
『
K
’
バ
ル
ト
の
生
涯
』
を

　
　
め
ぐ
っ
て
1
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
圭
治

森
田
雄
三
郎
氏
の
逝
去
を
悼
む
　
　
　
　
高
野
晃
兆

　
　
　
第
二
十
一
号
目
次

「緊
張
」
に
つ
い
て

　
　
ー
キ
リ
ス
ト
教
思
想
研
究
の
方
法
に

　
　
つ
い
て
の
1
つ
の
省
察
－
　
　
　
水
垣
渉

K
’
バ
ル
ト
『
教
会
教
義
学
』
に
お
け
る

　
　
「
キ
リ
ス
ト
＿
信
仰
」
に
つ
い
て

　
　
ー
実
存
と
救
済
史
と
の
一
体
性
と
い
う

　
　
観
点
か
ら
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
名
木
田
薫

罪
の
自
覚
1
そ
の
人
間
学
的
構
造
　
口

一
＝
二



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
村
公
義

r宗
教
哲
学
の
新
し
い
可
能
性
」
に
つ
い
て

　
　ー
武
藤
1
雄
名
誉
教
授
の
学
問
的
立
場
を

　
　
め
ぐ
る
断
想
（
そ
の
1
）
－
　
　
　
今
井
晋

同
一
性
か
ら
複
数
性
へ
ー
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ッ
ク
の

　
　
キ

リ
ス
ト
論
ー
　
　
　
　
　
　
　
小
倉
和
一

反
省
と
顕
現
ー
リ
ク
ー
ル
の
宗
教
言
語
論
の

　
　
構
造
に

つ
い
て
－
　
　
　
　
　
　
佐
藤
啓
介

懐
疑
者
の
義
認
－
前
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の

　
　
義
認
理
解
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
　
剛

偽
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
・
ア
レ
オ
パ
ギ
テ
ー
ス

　
　ー
『
神
名
論
』
第
二
章
に
お
け
る

　
　
神
の
統
1
と
区
分
－
　
　
　
　
　
大
月
栄
子

　
　
　
第
二
十
二
号
目
次

人
間

の
内
の
恒
久
な
る
も
の

　
　ー
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の

　
　
r
神
の
似
像
」
理
解
ー

キ

リ
ス
ト
教
に
お
け
る
性
の
問
題

内
村
鑑
三
に
お
け
る
「
神
・
人
・
自
然
」

宗
教
的
複
数
主
義
と
バ
ト
ナ
ム
の

片
柳
榮
一

笠
井
恵
二

原
島
　
正

　
　
プ

ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
実
在
論
　
　
小
倉
和
l

神
名
再
考
－
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
章
一
四
節
の

　
　
統
語
論
的
考
察－
　
　
　
　
　
　
大
石
祐
一

聖
書
、
解
釈
、
自
己
、
行
為
ー
リ
ク
ー
ル
の

　
　
聖
書
言
語
論
の
社
会
思
想
的
射
程

－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
啓
介

初
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
思
惟
構
造

　
　－
〈
一
元
論
ー
二
元
論
〉
モ
デ
ル
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤

剛

テ

ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
け
る
宗
教
社
会
主
義
の

　
　
神
学
的
意
義
ー
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
・
ヒ
ル
シ
ュ

　
　
論
争
を
め
ぐ
っ
て
1
　
　
　
　
　
岩
城
　
聡

マ
ル
キ
オ
ン

に
お
け
る
創
造
と
悪

　
　ー
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
『
マ
ル
キ
オ
ン
反
駁
』

　
　
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
1
　
　
　
　
津
田
謙
治

　
　
　
第
二
十
三
号
目
次

キ

ル
ケ

ゴ
ー
ル
に
お
け
る
》
O
o
o
昔
芦
日
《
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林

忠
良

シ

ュ
ヴ
ァ

イ
ツ
ァ
ー
と
ア
イ
ヒ
ホ
ル
ン

　
　ー
聖
餐
を
め
ぐ
っ
て
　
円
　
　
　
田
辺
明
子

神
学
と
宗
教
学
－
両
者
が
困
難
を
越
え
て

　
　
　
　
　
　
　

　
1
1
四

　
　
関
係
を
結
ぶ
た
め
の
暫
定
的
な
覚
書
ー

　
　
　
　
　
　
　
ク
リ
ス
ト
フ
・
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ベ
ル

リ
ク
ー
ル
の
贈
与
論

　
　－
倫
理
の
源
泉
と
し
て
の
贈
与
の
経
論
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
啓
介

神
秘
主
義
と
罪
責
意
識
の
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー

　
　
1
初
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
シ
ェ
リ
ン
グ
解
釈
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤

剛

類
似
し
な
い
類
似

　
　－
神
へ
の
上
昇
の
偽
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
的

　
　
方
法
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
月
栄
子

二
つ
の

「義
の
神
」
像
ー
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
と

　
　
マ
ル
キ
オ
ン
に
お
け
る
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
田

謙
治

ア
レ

イ
オ
ス
主
義
に
お
け
る
神
論
と

　
　
救
済
論
に

つ
い
て

の
1
考
察
　
　
　
大
橋
仁
夫

理
解
の
た
め
の
思
考

　
　ー
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
の
『
精
神
の
生
活
』

　
　
に
お
け

る
「
思
考
」
の
意
義
－
　
今
出
敏
彦

　
　
　
第
二
十
四
号
目
次

キ

リ
ス
ト
教
思
想
と
形
而
上
学
の
問
題
　
芦
名
定
道



田

村
直
臣
の
「
児
童
中
心
の
キ
リ
ス
ト
教
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帆
苅

猛

四
世
紀
イ
ラ
ク
に
お
け
る
地
域
文
化
と
し
て
の

　
　
キ

リ
ス
ト
教
ー
そ
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

　
　
と
し
て
の
自
己
意
識
－
　
　
　
　
武
藤
慎
一

初
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
『
組
織
神
学
』
構
想
の
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤

剛

神
を
映
し
出
す
鏡
－
偽
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
・

　
　
ア
レ

オ

パ
ギ
テ
ー
ス
に
お
け
る
天
上
の

　
　
存
在
者
の
位
置
づ
け
1
　
　
　
　
大
月
栄
子

テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
と
マ
ル
キ
オ
ン
・
カ
ノ
ー
ン

　
　ー
『
異
端
者
へ
の
抗
弁
』
と
『
マ
ル
キ
オ
ン
反
駁
』

　
　
に
お

け
る
異
な
る
論
点
を
巡
っ
て
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
謙
治

人
間
の
生
に
仕
え
る
も
の
と
し
て
の
精
神
の
生

　
　ー
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
の

　
　
『
精
神
の
生
』
の
構
想
ー
　
　
　
　
今
出
敏
彦

後
期
テ

ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
け
る
歴
史
を
め
ぐ
る
問
題

　
　－
問
い
の
構
造
に
つ
い
て
1
　
鬼
頭
葉
子

内
村
鑑
三
の
「
近
代
批
判
」
と
再
臨
運
動

　
　ー
社
会
か
ら
個
人
へ
、

　
　
そ

し
て
再
び
社
会
へ
1
　
　
　
　
岩
野
祐
介

第
二
十
五
号

目
次

⌒水
垣
渉
名
誉
教
授
古
稀
記
念
号
）

ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
「
知
あ
る
無
知
ロ
o
o
富

　
　
i
g
n
o
r
a
n
t
i
a
」
　
　
　
　
　
　
　
　
片
柳
榮
一

ホ

ワ

イ
ト
ヘ
ッ
ド
の
形
而
上
学
と
プ
ロ
セ
ス
神
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芦
名
定
道

旧
約
聖
書
で
の
啓
示
体
験

（序
論
）

　
　1
日
本
的
心
情
と
の
関
わ
り
－
名
木
田
蒸

パ
ッ

チ
ュ
の
聖
餐
研
究
に
お
け
る
類
比
の
問
題

　
　ー
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
起
源
の
類
比
に
つ
い
て
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
辺
明
子

オ

リ
ゲ
ネ
ス
に
お
け
る
戦
争
倫
理
学

　
　－
古
代
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る

　
　
宗
教
的
生

の
一
断
面
－
　
　
　
　
久
山
道
彦

ニ
シ
ビ

ス

の

エ
フ

ラ
イ
ム
に
お
け
る
神
学
的

　
　
ア

プ
ロ

ー
チ
－
シ
リ
ア
・
キ
リ
ス
ト
教

　
　
の
意
味
す
る
も
の
ー
　
　
　
　
　
竹
田
文
彦

ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
エ
ウ
ド
キ
ア
（
神
の
喜
び
）

　
　
理
解
ー
影
響
作
用
史
的
聖
書
解
釈
の

　
　
試
み
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
藤
慎
l

詩
篇
解
釈
を
め
ぐ
る
ル
タ
ー
と
カ
ル
ヴ
ァ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
原
創
一

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
「
自
由
の
可
能
性
」

　
　－
「
永
遠
的
な
も
の
」
を
目
指
し
て
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
忠
義

ト
レ
ル
チ
と
「
キ
リ
ス
ト
教
学
」
の
理
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
酸
敏
眞

罪
の
自
覚

　
　ー
そ
の
人
間
学
的
構
造
　
日
　
　
内
村
公
義

あ
り
て
あ
る
哲
学
者
の
神

　
　ー
マ
リ
オ
ン
と
リ
ク
ー
ル
の
思
索
を

　
　
手
が
か
り
に
1
　
　
　
　
　
　
佐
藤
啓
介

聖
書
的
伝
統
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
《
わ
た
し
》

　
　
と
《
自
己
》
の
問
題
　
　
　
　
　
水
垣
　
渉

第
二
十
六
号
目
次

ヨ

ブ
記
解
釈
の
諸
問
題
－
文
芸
作
品
と
し
て

　
　
の
ヨ

ブ
記
－
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
村
弘
也

ニ
ユ
ッ

サ
の
グ
レ

ゴ
リ
オ
ス
に
よ
る
説
教
「
施
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
井
健
司

ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
予
定
論

　
　ー
セ
ミ
ペ
ラ
ギ
ア
ニ
ス
ム
ス
論
争
に

　
　
関
す
る
試
論
－
　
　
　
　
　
　
　
小
池
三
郎

偽
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
・
ア
レ
オ
パ
ギ
テ
ー
ス
に

1
1
五



　
　
お
け
る
神
の
隠
れ
と
闇
　
　
　
　
　
大
月
栄
子

無
か
ら
の
創
造
－
古
代
教
父
思
想
に
お
け
る

　
　
神
の
超
越
性
－
　
　
　
　
　
　
　
津
田
謙
治

行
為
の
源
泉
と
し
て
の
意
志

　
　
ー
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
の
行
為
概
念

　
　
再
考
－
　
　
　
　
　
　
　
　
今
出
敏
彦

パ
ウ
ル
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
聖
霊
理
解
－
霊
の

　
　
普
遍
性
・
創
造
性
に
つ
い
て
1
　
鬼
頭
葉
子

内
村
鑑
三
に
お
け
る
信
仰
と
愛
と
の
関
連

　
　
－
個
人
の
信
仰
、
隣
人
愛
か
ら

　
　
社
会
性
ヘ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
野
祐
介

バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
『
神
学
的
観
点
に
お
け
る
人
間
学
』

　
　
（
1
九
八
三
年
）
の
中
心
課
題
　
　
濱
崎
雅
孝

　
　
　
第
二
十
七
号
目
次

自
然
神
学
の
新
た
な
フ
ロ
ン
テ
イ
ア

　
　ー
脳
と
心
の
問
題
領
域
－
　
　
芦
名
定
道

著
作

『反
復
』
の
成
立
ー
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の

　

　
〈
反
復
〉
の
思
想
序
説
－
　
林
忠
良

「緊
張
」
に
つ
い
て
－
キ
リ
ス
ト
教
思
想
研
究
の

　
　
方
法
に

つ
い
て

の
1
つ
の
省
察
1
（
承
前
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
垣

渉

M
・
ブ
ー
バ
ー
に
お
け
る
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
的

　
　
神
秘
主
義
と
我
ー
汝
思
想
　
　
　
　
堀
川
敏
寛

「倫
理
学
の
根
本
問
題
」
に
お
け
る
ト
レ
ル
チ
の

　
　
思
想
体
系
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
柳
敦
史

　
　
　
第
二
十
八
号
（
片
柳
榮
一
名
誉
教
授
退
任

　
　
　
記
念
号
）
目
次

人
格
と
人
格
を
越
え
る
も
の

　
　ー
西
田
哲
学
と
キ
リ
ス
ト
教
を
め
ぐ
る

　
　
一
考
察
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
柳
榮
一

パ
ッ

チ
ュ
の
聖
餐
研
究
に
お
け
る
類
比
の
問
題

　
　－
旧
約
聖
書
的
ユ
ダ
ヤ
教
的
類
比

　
　
に

つ
い
て
1
　
　
　
　
　
　
　
　
田
辺
明
子

古
代
教
父
思
想
に
お
け
る
〈
時
間
〉
概
念

　
　ー
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
『
異
端
反
駁
』
の
議
論
を

　
　
中
心
と
し
て
ー
　
　
　
　
　
　
　
津
田
謙
治

ヨ

ア
ン

ネ
ス
・
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
神
人
共
働
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
藤
慎
一

儀
礼
に
お
け

る
キ
リ
ス
ト
ー
偽
デ
ィ
オ
ニ
ュ

　
　
シ
オ

ス
・

ア
レ

オ

パ
ギ
テ

ー
ス
に
お
け
る

　
　
キ

リ
ス
ト
に
つ
い
て
の
1
考
察
－
大
月
栄
子

ル
タ
ー
の
詩
編
解
釈
に
お
け
る
〈
情
動
〉
に
つ
い
て

＝
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
原
創
一

初
期
シ

ュ

ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
の
〈
教
養
〉
概
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

帆
苅

猛

ト
レ
ル
チ
の
『
社
会
教
説
』
と
《
社
会
学
的

　
　
基
本
図
式
》
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
晃
兆

近
代
キ

リ
ス
ト
教
と
政
治
思
想

　
　ー
序
論
的
考
察
－
　
　
　
　
　
芦
名
定
道

感
情
の
芸
術
性
と
宗
教
性
ー
ハ
イ
デ
ガ
ー
の

　
　
情
態
性
論
を
起
点
と
し
て
1
　
　
川
桐
信
彦

ア

ー
レ
ン
ト
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
解
釈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
出
敏
彦

は

じ
ま
り
は
い
つ
も
悪
ー
リ
ク
ー
ル
に
お
け
る

　
　
創
造
論
の
展
開
ー
　
　
　
　
　
　
佐
藤
啓
介

　
　
　
第
二
十
九
号
目
次

前
期
ブ
ル
ト
マ
ン
に
お
け
る
神
学
と
哲
学
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
島
征
二

鈍
’
マ
ン
と
M
・
ル
タ
ー
1
一
つ
の
試
論
の

　
　
た
め
の
予
備
的
考
察
ー
　
　
　
　
掛
川
富
康

ア

ー
レ
ン
ト
の
『
全
体
主
義
の
起
源
』
再
読

　
　－
『
人
間
の
条
件
』
へ
　
　
　
　
今
出
敏
彦

E
・
ト
レ
ル
チ
の
思
想
展
開
に
お
け
る
「
本
質
」



　
　
概
念
の
位
置
づ
け
　
　
　
　
　
　
小
柳
敦
史

ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
シ
ン
プ
リ
キ
ア
ヌ
ス
へ
』

　
　
に
お
け
る
「
相
応
し
き
呼
び
か
け
」
（
宕
o
良
o

　
　
c
o
n
g
r
u
e
n
s
）
と
自
由
意
志
　
　
　
須
藤
英
幸

ジ
ョ

ン
・

ヒ

ッ

ク
の
神
義
論
　
　
　
　
方
俊
植

n
コ
リ
ン
ト
五
’
三
に
お
け
る
読
み
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

代
英
樹

　
　
　
第
三
十
号
目
次

特
集

〈ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
〉

有
賀
鐵
太
郎
の
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
の
構
想
、

　
　
特
質
及
び
問
題
点

水
垣

渉

r遠
く
て
近
き
神
」
ー
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の

　
　
「
在
り
て
在
る
者
」
理
解
1
　
°
片
柳
榮
一

ル
タ
ー
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

　
　ー
正
義
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て
1
竹
原
創
一

有
賀
鐵
太
郎
と
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
に
お
け
る

　
　
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
章
一
四
節
以
下
の
理
解

　
　－
神
学
的
解
釈
学
お
よ
び
契
約
史
に
お
け
る

　
　
そ
の
位
置
－
　
　
　
　
　
　
　
　
掛
川
富
康

テ

イ
リ
ッ
ヒ
に
お
け
る
時
間
と
空
間
の
問
題

　
　1
存
在
論
と
歴
史
の
関
係
－
　
　
鬼
頭
葉
子

共
同

体
論
の
基
礎
と
し
て
の
〈
宗
教
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
柳
敦
史

神
秘
主
義
の
観
点
か
ら
見
た
宗
教
多
元
主
義

　
　ー
東
ア
ジ
ア
の
文
化
的
背
景
を
中
心
に
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

方

俊

植

現
代
神
学
に
お
け
る
神
の
現
実
存
在
の
問
題

　
　ー
ブ
ラ
ウ
ン
と
ゴ
ル
ヴ
イ
ツ
ア
ー
の

　
　
論
争
を
中
心
に
1
　
　
　
　
　
　
上
原
　
潔

シ

ユ
ヴ
ァ

イ
ツ
ァ
ー
に
お
け
る
世
界
観
の

　
　
問
題
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
岩
井
謙
太
郎

今
井
　
晋
氏
の
逝
去
を
悼
む
　
　
　
　
宮
庄
哲
夫

　
　
　
第
三
十
一
号
目
次

英
語
圏
に

お
け
る
ヨ
セ
フ
ス
の
近
代
語
訳
と

　
　
そ
の
受
容
史
　
　
　
　
　
　
　
　
秦
　
剛
平

「
『と
』
の
神
学
」
再
考
－
内
村
鑑
三
の

　
　
宗
教
思
想

を
中
心
に
1
　
　
原
島
正

特
集

〈ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
（
続
）
〉

ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
の
批
判
的
継
承
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
村
弘
也

二
十
世
紀
フ
ラ
ン
ス
哲
学
と
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
？

ー
神
と
存
在
の
関
係
を
め
ぐ
る

問
い
の
変
貌
1

佐
藤
啓
介

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
s
s
e
n
n
a
E
』
　
（
D
e
　
m
a
g
i
s
t
r
o
）

　
　
に
お
け

る
記
号
論
　
　
　
　
　
　
　
須
藤
英
幸

シ

ュ
ヴ
ァ

イ
ツ
ァ
ー
に
お
け
る
倫
理
的
神
秘
主
義
の

　
　
諸
問
題
に

つ
い
て
　
　
　
　
　

岩
井
謙
太
郎

由
来
と
し
て
の
信
仰
ー
初
期
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に

　
　
お
け

る
宗
教
的
背
景
に
関
す
る
一
考
察
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
原
　
潔

賀
川
豊
彦
の
思
想
に
お
け
る
〈
芸
術
と
し
て
の
悪
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
テ
ィ
グ
・
リ
ン
ド
バ
ー
グ

最
高
善
と
カ
ン
ト
の
人
間
観
　
　
　
　
　
南
翔
一
朗

夏

目
漱
石
と
キ
リ
ス
ト
教
　
　
　
朴
鍾
順

佐
藤
吉
昭
氏
の
逝
去
を
悼
む
　
　
　
　
水
垣
　
渉

　
　

第
三
十
二
号
目
次

西
谷
啓
治
の
「
宗
教
／
哲
学
」

　
　
－
「
自
己
の
も
と
」
の
究
明
ー
　
森
　
哲
郎

ブ
ル
ト
マ
ン
再
考
－
実
存
的
「
歴
史
性
」
の

　
　
概
念
の
再
検
討
－
　
　
　
　
　
　
安
酸
敏
眞

不
安
の
概
念
－
水
垣
理
論
の
存
在
論
的
解
釈
へ

　
　
　
　
　
　
　

　
1
1
七



　
　
む
け
て
の
試
論
ー
　
　
　
　
　
　
今
井
尚
生

マ
ル
テ

ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
と
マ
ル
テ
イ
ン
・

　
　
ル
タ
ー
ー
初
期
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
哲
学
に

　
　
お

け
る
ル
タ
ー
神
学
の
影
響
－
　
上
原
　
潔

シ

ユ
ヴ
ァ

イ
ツ
ァ
ー
に
お
け
る
生
へ
の
畏
敬
の

　
　
倫
理
の
構
想
ー
遺
稿
『
生
へ
の
畏
敬
の

　
　
世
界
観
』
を
め
ぐ
っ
て
1
　
　
岩
井
謙
太
郎

㏄
’
テ
イ
ラ
ー
に
お
け
る
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
　
　
．

　
　
特
徴
と
そ
の
妥
当
性
　
　
　
　
　
鬼
頭
葉
子

ス

ト
ア
学
派
の
論
理
学
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス

　
　
r
問
答
法
』
に
お
け
る
記
号
理
論
　
須
藤
英
幸

カ
ン
ト
哲
学
に
お
け
る
信
仰
の
概
念
　
　
南
翔
一
朗

m
コ
リ
ン
ト
五
・
六
b
を
巡
る
問
題
　
　
田
代
英
樹

宗
教
の
複
数
性
を
め
ぐ
る
宗
教
論
の
諸
問
題

　
　ー
カ
ン
ト
ウ
ェ
ル
・
ス
ミ
ス
の
議
論
を

　
　
中
心
に
1
　
　
　
　
　
　
　
　
方
俊
植

内
村
鑑
三
に
お
け
る
「
神
の
言
辞
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
部
和
隆

小
川
圭
治
氏
の
逝
去
を
悼
む
　
　
　
　
水
垣
　
渉

　
　
　
第
三
十
三
号
⌒
片
柳
榮
I
名
誉
教
授

　
　

古
稀
記
念
号
）
目
次

キ

リ
ス
ト
教
の
多
様
性
か
ら
そ
の
全
体
性
へ

　
　
ー
キ
リ
ス
ト
教
学
序
説
の
た
め
の
ノ
．
ト
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
垣
渉

ア
ガ
ペ
ー
と
エ
ロ
ー
ス

　
　
ー
二
ー
グ
レ
ン
・
波
多
野
・
テ
イ
リ
ッ
ヒ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芦
名
定
道

イ
ザ
ヤ
と
第
ニ
イ
ザ
ヤ
を
つ
な
ぐ
概
念
と

　
　
そ
の
膜
罪
思
想
ー
ブ
ー
バ
ー
の
第
ニ

　
　
イ
ザ
ヤ
書
分
析
を
通
し
て
－
　
　
堀
川
敏
寛

《
ユ
ダ
ヤ
教
の
食
事
》
と
い
う
現
象
の
、

　
　
よ
り
包
括
的
な
記
述
ー
パ
ッ
チ
ュ
の

　
　
聖
餐
研
究
に
お
い
て
1
　
　
　
　
田
辺
明
子

第
二
の
神
と
し
て
の
ロ
ゴ
ス
ー
殉
教
者

　
　
ユ
ス
テ
ィ
ノ
ス
と
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の

　
　
議
論
を
申
心
に
ー
　
　
　
　
　
　
津
田
謙
治

ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
三
位
一
体
論
』
に
お
け
る

　
　
内
的
言
葉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
藤
英
幸

魂
に

包
ま
れ
る
身
体
ー
ダ
マ
ス
コ
の
ヨ
ア
ン
ネ
ス

　
　
に
お
け
る

「神
の
場
」
に
つ
い
て
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
月
栄
子

＝
八

ア

ラ
ム
系
文
字
伝
播
史
に
お
け
る
ハ
ラ
ホ
ト

　
　
出
土
シ
リ
ア
文
字
文
書
の
意
義
　
　
武
藤
慎
l

レ

ッ

シ
ン

グ
の
キ
リ
ス
ト
教

　
　－
伝
記
的
考
察
－
　
　
　
　
　
安
酸
敏
眞

E
・
ト
レ
ル
チ
『
社
会
教
説
』
に
お
け
る

　
　
〈
社
会
学
的
〉
の
意
味
　
　
　
　
　
高
野
晃
兆

ド
イ
ツ
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
お
け
る

　
　
前
衛
と
後
衛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
柳
敦
史

内
村
鑑
三
に
お
け
る
罪
と
赦
し
の
問
題

　
　1
と
く
に
自
死
と
の
関
連
か
ら
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
野
祐
介

三
・
一
一
以
後
の
神
認
識
ー
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の

　
　
神
論
を
手
が
か
り
と
し
て
－
　
　
濱
崎
雅
孝

死
と
い
う
悪
に
死
者
は
抗
議
で
き
る
の
か

　
　1
神
義
論
の
宗
教
哲
学
へ
の
基
礎
的
考
察
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
啓
介

特
別
寄
稿

自
然
の
秘
義
と
し
て
の
自
由
な
る
存
在
者

　
　ー
シ
ユ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
博
士
論
文

　
　
に

お
け
る
カ
ン
ト
解
釈
－
　
　
　
片
柳
榮
一



　
　
　
第
三
十
四
号
目
次

ル

タ
ー
の
『
主
張
』
に
つ
い
て
ー
エ
ラ
ス
ム
ス
と

　
　
の
自
由
意
志
論
争
の
背
景
－
　
　
竹
原
創
一

武
藤
一
雄
の
神
学
的
宗
教
哲
学
に
於
け
る

　
　
パ
ウ
ロ
の
「
場
所
」
　
　
　
　
　
　
笠
井
恵
二

自
然
法
に
お
け
る
摂
理
・
理
性
・
裁
き

　
　ー
ア
ー
レ
ン
ト
の
『
悪
の
陳
腐
さ
』
を
巡
る

　
　
正
義
論
の
現
実
性
（
第
一
部
）
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
出
敏
彦

松
山
高
吉
と
海
老
名
弾
正
の
神
道
理
解
に
関
す
る

　
　
比
較
分
析
　
　
　
　
　
　
　
洪
伊
杓

キ

ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
仮
名
テ
キ
ス
ト
と

　

　
「
倫
理
的
な
も
の
」
　
　
　
谷
塚
巌

内
村
鑑
三
に
お
け
る
順
罪
論

　
　－
山
上
の
垂
訓
と
コ
リ
ン
ト
前
書
と

　
　
ヨ
ハ
ネ
第
一
書
を
中
心
に
1
　
　
渡
部
和
隆

日
本
初
期
キ
リ
ス
ト
者
に
お
け
る
「
上
帝
」
の
使
用

　
　
－
植
村
正
久
と
内
村
鑑
三
を
中
心
に
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金

香

花

R
・
R
・
リ
ュ
ー
サ
ー
の
キ
リ
ス
ト
論

　
　ー
男
性
の
救
世
主
は
女
性
を
救
え
る
の
か
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

張

　
旋

　
　
　
第
三
十
五
号
目
次

古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
け
る
富
の
問
題

　
　－
死
海
文
書
の
知
恵
文
書
を
中
心
に

　
　
考
え
る
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
村
弘
也

日
本
宣
教
の
先
駆
者
C
・
M
’
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の

　
　
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
ー
十
八
、
十
九
世
紀
の

　
　
米
国
聖
公
会
に
お
け
る
神
学
的

　
　
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
－
　
　
　
　
　
　
岩
城
聰

苦
し
み
の
叫
び
声
は
何
を
求
め
て
い
る
の
か

　
　1
神
義
論
か
ら
宗
教
哲
学
へ
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
啓
介

テ

ィ
リ
ッ
ヒ
「
四
l
神
論
」
の
可
能
性

　
　－
残
後
五
十
周
年
に
臨
ん
で
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
　
剛

魂
を
注
ぎ
出
す
こ
と

　
　ー
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
よ
る

　
　
愛
の
聖
書
解
釈
学
－
　
　
　
　
　
須
藤
英
幸

良
心
の
観
点
か
ら
の
生
死
と
い
う
問
題
　
名
木
田
蒸

ハ
ン

ス

n
ゲ
オ
ル
ク
・
ガ
ダ
マ
ー
の
解
釈
学
に

　
　
お
け

る
〈
理
解
の
歴
史
性
〉
に
つ
い
て

　
　1
聖
書
解
釈
と
の
関
連
か
ら
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
勇
督

カ
ン
ト
哲
学
に
お
け
る
神
学
の
問
題
と

　
　
道
徳
神
学
の
位
置
づ
け
　
　
　
　
南
翔
一
朗

朝
鮮
語
に
お
け

る
神
の
訳
語
ハ
ナ
ニ
ム
金
香
花

ヴ
ァ

ル
タ
ー
・
フ
ラ
イ
タ
ー
ク
「
伝
道
の
神
学
」
に

　
　
お
け
る
教
会
論
　
　
　
　
　
　
　
南
裕
貴
子

高
橋
五
郎
の
神
道
理
解
ー
『
神
道
新
論
』
と

　
　
r
諸
教
便
覧
』
を
中
心
に
1
　
　
　
洪
伊
杓

キ

ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
け
る
「
詩
」
の
問
題

　
　
－
「
可
能
性
」
と
の
関
連
か
ら
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
塚

巌

　
　
　
第
三
十
六
号
目
次

人
で
あ
る
か
ぎ
り
人
を
愛
す
る

　
　
1
偽
ク
レ
メ
ン
ス
文
書
『
講
話
』
に
お
け
る

　
　
フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ピ
ア
論
－
　
　
　
土
井
健
司

西
谷
啓
治

と
パ
ウ
ル
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
歴
史
理
解

　
　
－
「
空
」
と
「
カ
イ
ロ
ス
」
－
　
鬼
頭
葉
子

ガ
ダ

マ
ー
と
ブ
ル
ト
マ
ン

　
　
ー
解
釈
学
的
構
造
を
軸
に
し
て
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
勇
督

カ
ン
ト
の
宗
教
哲
学
に
お
け
る
倫
理
的
公
共
体
と

　
　
義
務
と
し
て
の
最
高
善
の
促
進
－
宗
教
哲
学

　
　
　
　
　
　
　
　

＝
九



一
二
〇

　
　
か
ら
社
会
哲
学
へ
の
移
行
と
そ
の
問
題
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
翔
一
朗

前
期
P
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
け
る

　
　
r
突
破
」
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
平
出
貴
大

翻
訳
理
論
か
ら
の
訳
語
論
争
考
察
ー
ナ
イ
ダ
の

　
　
動
的
等
価
理
論
の
場
合
－
　
　
　
金
香
花

R
・
R
・
リ
ュ
ー
サ
ー
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
に

　
　
お
け
る
マ
リ
ア
を
め
ぐ
る
考
察
　
　
張
　
　
旋

第
三
十
七
号
目
次

宗
教
改
革
を
再
考
す
る
ー
キ
リ
ス
ト
教
人
間
学
の

　
　
視
点
か

ら
1
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
晴
勇

宗
教
改
革
四
〇
〇
周
年
記
念
再
考
　
　
　
小
柳
敦
史

宗
教
改
革
四
〇
〇

年
と
内
村
鑑
三
の
ル
タ
ー
受
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
野
祐
介

ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
お
け
る
現
世
の
恩
恵

　
　ー
ロ
ー
マ
書
七
章
後
半
の
解
釈
を

　
　
め
ぐ
っ
て
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
邊
蘭
子

フ

ロ

レ

ン

ス
キ
イ
に
お
け
る
神
と
被
造
物
の

　
　
関
係
性
の
問
題
－
知
識
の
視
点
か
ら
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ブ

ラ
ジ
ミ
ロ
ブ
・
イ
ボ
ウ

第
三
十
八
号
目
次

オ

リ
ゲ
ネ
ス
に
お
け
る
神
的
場
所
概
念
の
考
察

　
　－
『
祈
祷
』
の
議
論
を
主
軸
と
し
て
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
謙
治

創
造
し
な
い
創
造
者
ー
モ
ル
ト
マ
ン
の
創
造
論
と

　
　
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
存
在
論
－
　
　
　
濱
崎
雅
孝

有
賀
鐵
太
郎
没
後
四
〇
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ア
と
《
論
理
の
申
断
》

　
　ー
序
説
－
　
　
　
　
　
　
　
水
垣
渉

父
、
有
賀
鐵
太
郎
へ
の
想
い
　
　
　
　
有
賀
誠
一

遊
び
と
聖
書
解
釈

　
　ー
ガ
ダ
マ
ー
に
よ
る
ブ
ル
ト
マ
ン
へ
の

　
　
議
論
を
も
と
に
し
て
1
　
　
　
　
岡
田
勇
督

前
期
P
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
け
る
形
而
上
学
の
構
造

　
　－
啓
示
の
出
来
事
と
そ
の
語
り
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
出
貴
大

カ
ン
ト
の
宗
教
哲
学
に
お
け
る
神
義
論
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
翔
一
朗

ヴ
ァ

ル
タ
ー
・
フ
ラ
イ
タ
ー
ク
「
伝
道
の
神
学
」
と

　
　
伝
道
活
動
－
申
国
伝
道
を
中
心
に
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
裕
貴
子

第
三
十
九
号

前
近
代
ト
ル
コ
・
キ
リ
ス
ト
教
思
想

　
　ー
ハ
ラ
ホ
ト
出
土
シ
リ
ア
文
字
テ
ユ
ル
ク
語

　
　
文
書
を
中
心
と
し
て
1
　
　
　
　
武
藤
慎
l

文
化
的
シ
オ

ニ
ス
ト
、
ア
ハ
ド
・
ハ
ア
ム
の

　
　
精
神
的
中
心
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
川
敏
寛

パ
ウ
ロ
に
お
け
る
信
仰
と
倫
理
の
関
係
性

　
　ー
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
生
へ
の
畏
敬
の

　
　
倫
理
と
の
連
関
を
巡
っ
て
1
　
岩
井
謙
太
郎

バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
に
よ
る
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
批
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
勇
督

矢
内
原
忠
雄
の
日
本
的
基
督
教
に
お
け
る
「
国
体
」

　
　
論
と
そ
の
研
究
の
現
代
的
意
義
　
　
山
中
健
司

フ

ロ
レ

ン

ス
キ

イ
の
宗
教
思
想
に
お
け
る
文
化
の

　
　
歴
史
的
類
型
　
　
　
ブ
ラ
ジ
ミ
ロ
ブ
・
イ
ヴ
オ

高
野
晃
兆
氏
の
逝
去
を
悼
む
　
　
　
　
水
垣
　
渉



一
、

二
、

三
、

四
、

五
、

京
都
大
学
基
督
教
学
会
規
約

本
会
は
京
都
大
学
基
督
教
学
会
と
称
し
、
事
務
局
を
京
都
市
左
京
区

吉
田
本
町
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
キ
リ
ス
ト
教
学
研
究
室

に
置
く
。

本
会
は

基
督
教
学
研
究
の
進
展
を
目
的
と
す
る
。

本
会

は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
以
下
の
事
業
を
行
う
。

（
一
）
研
究
集
会
、
講
演
会
な
ど
の
開
催

（11）
学
会
誌

『基
督
教
学
研
究
』
の
発
行

（三
）
内
外
の
研
究
機
関
及
び
研
究
者
と
の
相
互
交
流

（四
）
そ
の
他
の
必
要
な
事
業

本
会
は
基
督
教
学
の
研
究
に
従
事
す
る
者
、
も
し
く
は
本
会
の
趣
旨

に
賛
同
す
る
者
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

（1
）　
1
般
会
員

（
二
）
学
生
会
員
　
大
学
院
学
生
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
者
。

（1

11）
会
友
　
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
も
の
で
、
研
究
集
会
で
の

　
　

発
表
の
機
会
と
学
会
誌
の
配
布
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

会
友
希
望
者
は
、
委
員
会
の
承
認
に
よ
り
会
友
と
な
る
こ
と

　
　

が
で
き
る
。
二
年
以
上
会
友
で
あ
っ
た
者
で
、
会
員
に
な
る

　
　

こ
と
を
希
望
す
る
者
は
、
会
員
二
名
の
推
薦
に
よ
り
委
員
会

　
　

の

議
を
経
て
、
総
会
で
承
認
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

本
会
の
経
費
は
、
会
費
、
寄
付
金
、
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
こ
れ

六
、

七
、

入
、

に
充
て
る
。

会
費
と
し
て
、
会
員
は
年
五
千
円
、
会
友
は
年
三
千
円
を
納
め
る
も

の
と
す
る
。

本
会
の
運
営
の
た
め
に
次
の
委
員
を
置
く
。

（
一
）
代
表
者

（
一名
）

（
二
）
委
　
員
（
若
干
名
）

（
三
）
監
事
（
一
名
）

本
会

は
毎
年
総
会
を
開
き
、
会
計
及
び
一
般
報
告
を
行
い
、
必
要
事

項
を
協
議
す
る
。

本
規
約
は
運
営
委
員
会
の
発
議
に
基
づ
き
、
総
会
に
お
い
て
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

附
則

　
本
規
約
は
一
九
九
入
年
十
二
月
施
行
、

運
営
委
員
会

　
　
代
表
者
‥
宮
庄
哲
夫

　
　
委
　
員
‥
片
柳
榮
一
、

　
　
　
　
　
　
岩
城
　
聰
、

　

　
監
事
‥
笠
井
恵
二

110
0
八
年
七
月
改
訂
。

勝
村
弘
也
、
芦
名
定
道
、

岩
野
祐
介
、
津
田
謙
治

武
藤
慎
一
、

一
二

一



＝
一
二

執
　
筆
　
者

勝金谷森片
村子塚　柳
弘晴　哲榮
也勇巌郎一

M
a
r
t
i
n
　
R
e
p
p

京
都
大
学
名
誉
教
授

京
都
産
業
大
学
教
授

関
西
学
院
大
学
非
常
勤
講
師

岡
山
大
学
名
誉
教
授

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
名
誉
教
授

（編
集
後
記
を
参
照
）

『基
督
教
学
研
究
』
投
稿
規
定

一

、
寄
稿
者
は
本
学
会
員
に
か
ぎ
る
。

二
、
内
容
は
未
発
表
の
学
術
論
文
で
あ
る
こ
と
。
採
否
な
ら
び
に
掲
載
の

　
　
時
期
は
、
査
読
委
員
に
よ
る
査
読
の
報
告
に
基
づ
き
、
編
集
委
員
会

　
　
が
決
定
す
る
。

三
、
寄
稿
原
稿
は
、
論
文
に
つ
い
て
は
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
四
O
～
五

　
　
o
枚
（
註
・
図
表
な
ど
を
含
む
）
相
当
、
研
究
に
つ
い
て
は
三
〇
枚

　
　
相
当
と
す
る
。

四
、
寄
稿
原
稿
の
執
筆
細
目
お
よ
び
査
読
審
査
規
定
に
つ
い
て
は
、
別
途
、

　
　
原
稿
執
筆
要
項
等
の
内
規
に
て
定
め
る
こ
と
と
す
る
。

五
、
寄
稿
原
稿
に
は
、
欧
文
タ
イ
ト
ル
、
執
筆
者
欧
文
氏
名
を
付
記
す
る

　
　
こ
と
。

六
、
原
稿
が
採
用
さ
れ
た
場
合
、
執
筆
者
に
は
抜
刷
三
〇
部
を
贈
呈
す
る
。

（本
規
定
は
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
）



第
四
十
号
編
集
実
務
委
員
会

宮
　
庄
　
哲
　
夫

片

　
柳
　
榮

一

勝

　
村
　
弘
　
也

芦
　
名
　
定
　
道

武

　
藤
　
慎

岩
　
城

1聰

岩
　
野
　
祐
　
介

津
　
田
　
謙
　
治

OO

年年

月月

十十

日日

発印
行刷

発
行
者

発
行
人

発
売
元

印
刷
所

定

価
一
五
O
O
円

京
都
大
学
基

督
教
学
会

京

都

市

左

京

区
吉
田
本
町

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

キ
リ
ス
ト
教
学
研
究
室
内

宮
　
　
庄
　
　
哲
　
　
夫

㈱

　
一
麦
出
版
社

札
幌
市
南
区

北
ノ
沢
3
丁
目
4
－
1

㈱

ア

イ
ワ
ー
ド

本
誌
の
御
註
文
は
、
最
寄
の
キ
リ
ス
ト
教
書
店
、

も
し
く
は
、
右
記
、
京
都
大
学
基
督
教
学
会
（
振

iv

O
1
O
三
〇
ー
五
－
七
二
〇
七
）
へ
、
定
価
一

五
〇
〇

円
（
送
料
当
方
負
担
）
を
添
え
て
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。



『基督教学研究』バックナンバー公開に関しまして

　本学会誌『基督教学研究』は、1978年に創刊して以来、古代から現

代までの様々な分野におけるキリスト教学に関連する諸論考を毎年刊

行して参りました。今後も紙媒体として順次、学会誌を刊行していく

予定ですが、研究の成果を幅広くアクセスしやすくするために、バッ

クナンバーについてはオンライン化を進めることが学会運営委員会で

検討されています。

　学会誌のオンライン化に関しては、京都大学学術情報リポジトリ

「紅」でのオープンアクセスによる公開を検討しており、本会の予算を

一部使用することによって、2021年度よリオンライン化の作業を進め

たいと考えておりますが、インターネット上で公開するにあたり、こ

れまで論考を寄稿してくださった著作権者の承諾が必要となります。

しかしながら、『基督教学研究』創刊号以来の著作権者は多数にのぼり、

連絡先が不明であったり、また様々な理由により連絡を取ることが困

難であったりする状況が少なくありません。

　このような状況を鑑み、運営委員会では、これまで『基督教学研究』

にて論考を執筆された著作権者に対し、著作権委譲に関わる経緯と内

容を本ホームページ上で公表し、著作権を京都大学基督教学会への委

譲をお願いすることに致しました。

　もちろん、著作権者の方々の中には、様々な事情により、公開をご

承認しかねるという場合もあるかと存じます。その場合は、2021年

12月末日までに、その旨を本学会事務局まで申し出て頂ければ、当該

論考に関しましてはオンライン化を中止致します。上記の期日までに

お申し出のなかった場合、ご承認頂いたものと見なして公開の手続き

を進め頂きたく存じます。また、期日後に初めて本告知を見られて、

公開を停止したい場合も、本学会事務局までご連絡頂けましたら、停

止の手続きを進めさせて頂きます。

以上

連絡先：

京都大学基督教学会事務局

〒606－8501京都市左京区吉田本町京都大学文学部内　キリスト教学

　　　　　　研究室気付

Scskyoto＠gmail．com
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